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女性 110名、平均年齢 40±15.7歳）とした。100名の健常ボランティア（男性 23名、女性
77 名、平均年齢 34.0±12.6歳）と 50名の嗅覚障害患者（男性 17名、女性 33名、平均年
齢 52.3±14.3歳）を比較した。嗅覚障害の原因の内訳は、特発性（男性 6名、女性 6名、
平均年齢 56.3±16.1歳）、感冒後嗅覚障害（男性 6名、女性 19名、平均年齢 53.5±12.8
歳）、頭部外傷後嗅覚障害（男性 3名、女性 3名、平均年齢 37.8±8.8歳）、副鼻腔炎（男
性 2名、女性 5名、平均年齢 53.6±14.8歳）であった。 





























ポイントでは、感度 100％、偽陽性率 35.7％、ROC 曲線下面積（Area under curve; AUC）
0.93であった。同様に嗅覚低下群と嗅覚脱失群のカットオフ値 8.5ポイントでは、感度
96％、偽陽性率 12.9％、AUC0.97であった。以上のことから、レトロネイザルスコア 0か
ら 8をレトロネイザル嗅覚脱失、9から 12をレトロネイザル嗅覚低下、13以上をレトロ
ネイザル嗅覚正常と提唱した。 
 第二次審査では嗅覚障害の疾患ごとの違い、認知機能障害者での検討、レトロとオル
ソの乖離する症例、性差、年齢差での違いなどについて議論された。またさらに今後の
covid-19 症例での臨床応用など今後の研究課題及び発展についてなど質疑応答がなされ、
それぞれ的確な応答がなされた。 
 
 
